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平成 21年 5月 21日判決言渡 同日原本領収 裁判所書記官

平成 20 年(行コ)第 435 号 不当労働行為救済命令取消請求控訴事件(原審・東京地方裁判

所平成 19年（行ウ）第 601号)

(口頭弁論終結日 平成 21年 2月 26日)

判 決

控 訴人 国

処 分 行 政 庁 中央労働委員会

控訴人補助参加人 ネッスル日本労働組合霞ヶ浦支部

被 控 訴 人 ネスレ日本株式会社

主 文

1 原判決を取り消す。

2 本件を東京地方裁判所に差し戻す。

事 実 及 び 理 由 .
第 1 控訴の趣旨

主文同旨

第 2 事案の概要

1 本件は,被控訴人が,控訴人補助参加人(以下「補助参加人」という。)からの申立てによ

る救済命令申立事件に係る中央労働委員会 (以下「中労委」という。)の再審査によって

変更された救済命令(以下「本件救済命令」という。)の取消しを求めた事案である。本件

救済命令の内容は, 被控訴人に対し, ①補助参加人の申入れに係る事項について,速やかに

団体交渉に応ずること (本件命令①), ②補助参加人からの団体交渉の申入れに対して, 自
ら申し入れた方式でなければ応じられないという理由で拒否してはならないこと (本件命

令②), ③補助参加人宛に,中労委において,上記①のとおりの不当労働行為の認定があり,
今後同様の行為をしない旨の文書を手交すること (本件命令③) を命ずるものである。

2 原判決は, 本件救済命令発令後, 補助参加人が被控訴人の従業員である組合員を欠くに

至ったことから, 補助参加人は被控訴人に対する団体交渉権を有せず, 被控訴人は補助参

加人に対して団体交渉応諾義務を負わないことになったから,団体交渉応諾命令(本件命令

①及び②)の履行はその意義を失い,また,本件命令③に係る文書手交義務も,継続的な労使

関係の維持改善を目的とする団体交渉を確保することを目的としているものであるから,
補助参加人と被控訴人との間に労使関係が存在しない状態では,その意義を失ったとして,
本件救済命令の拘束力が消滅したので,その取消しを求める法律上の利益がないから, 訴え

が不適法であるとしてこれを却下した。控訴人は,原判決を不服として控訴をした。

3 前提となる事実, 争点及び争点に関する当事者の主張は, 次項以下に当審における補充

的主張を付加するほかは,原判決の「事実及び理由」中の「第 2 事案の概要」の 2 から 4
に記載のとおりであるから, これを引用する。
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4 控訴人の補充的主張

(1) 団体交渉の趣旨・目的は団体交渉を通じて労働者の地位を向上させることにあり,
原判決がいう「爾後の継続的な労使関係の維持改善を目的として協議を行うもの」に限ら

れるものではない。使用者に雇用される組合員(以下「在籍組合員」ということもある。)

が存在しなくなった場合に使用者に団体交渉応諾義務が消滅すると解するとすれば,労働

組合からの団体交渉申入れに対して不誠実な対応をして引き延ばす余地を生じさせる。

また,労働者が退職自体の効力を争っていないとしても,退職金や未払賃金等の未解決の問

題が残っていれば,退職後も継続して団体交渉を行うことの合理性,必要性があり,このよう

な場合に退職の効力を争っていないという理由で団体交渉応諾義務を認めないことは不当

である。

(2) 使用者が,組合員が従業員であった時点において義務的団交事項について労働組合か

ら団体交渉申入れを受け,これを拒否し続けた後に同在籍組合員が従業員の地位を失った

場合には, 当該事項が交渉上未解決であり, 当該労働組合が交渉の実益があるとして団体

交渉を求めている限りにおいては,使用者は当該事項に関する団体交渉に応ずべき義務が

ある。 団体交渉応諾義務に関する労組法 7条 2号の「使用者が雇用する労働者の代表者」

の要件は,団体交渉の申入れの時点で充足していれば足り,救済命令により団体交渉に応じ

る時点まで充足されている必要はない。

(3) 原判決は,補助参加人が被控訴人の従業員である組合員を欠くに至り,退職の効力を争

っている者が存在するなどの事情も見当たらないことのみを理由として,本件団体交渉の

申入れについて,現時点で団体交渉をする実益があるか否かを一切検討することなく,本件

訴えを却下したことは,審理不尽というべきである。本件では,X2 に対する退職強要の件及

び補助参加人の役員 X1に対する警告書を発出した件については,これらについて補助参加

人と被控訴人が団体交渉を行うことによって,今後の補助参加人の組合活動一般に影響を

与え得るものであるから,団体交渉をする実益がないということはできない。

(4) 本件命令②は,今後の団体交渉の在り方に関しての救済命令であり,本件命令①とは異

なる独自の意義を有するものである。今後,補助参加人の組織拡大活動に伴い,再び被控訴

人の従業員たる組合員が存在することになり,団体交渉を行う可能性は十分考えられると

ころであるから, 本件命令②の意義はなお存続しているものである。

(5) 本件命令③について, 原判決は, 補助参加人に被控訴人に雇用される組合員が存在し

なくなった以上,被控訴人が補助参加人との間で団体交渉を行うことは不可能であって,両
者間の労使関係秩序を回復,確保する余地がないとするが,前記のとおり団体交渉応諾義務

が消滅したとはいえないし,将来被控訴人に補助参加人の組合員が在籍するに至ることも

考えられるのであるから,過去の団体交渉拒否によって失われた被控訴人と補助参加人と

の労使関係秩序を回復,確保する必要がある。中労委は,本件においても,将来の団体交渉拒

否の再発を抑制する趣旨のみならず,補助参加人が受けた団結権等の侵害を回復するとい

う趣旨も踏まえて文書手交を命じているのであり,不当労働行為の成否が認められる場合

の救済命令については,労働委員会が個々の事案に応じた適切な是正措置を決定し,これを

命ずる権限を有するものであって,その逸脱,濫用のない限り, 広い裁量権を有し,その範囲

内の措置であることにかんがみれば,労働委員会の判断は十分に尊重されるべきであって,
不当に救済命令の趣旨を限定して解釈して,その拘束力を否定することは許されない。し
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たがって,本件においては,本件命令③について,いまだ拘束力を失ったとはいえない。

5 被控訴人の補充的主張

(1) 控訴人は,使用者は,従業員の身分を失った者のみで組織されている労働組合に対し

ても団体交渉応諾義務があると主張するが,労組法 7 条 2 号は,会社が団体交渉応諾義務を

負う相手方を「使用者が雇用する労働者の代表者」としており, 同号の明文に反する主張

である。同号によれば,使用者は雇用する従業員を組合員としない労働組合に対して団体

交渉応諾義務を負うことはなく,当該従業員が展用契約上の地位の喪失を争っている場合

には,その争いが解決されるまでの間は,当該従業員が同号の労働者に該当すると解するこ

とが例外的に認められるにすぎない。

(2)本件の問題は,団体父渉における労働側の当事者適格要件(交渉適格要件)に関する問題

であり,団体交渉拒否が不当労働行為に当たるか否かとは別次元の問題であって,控訴人の

主張に従えば,①申入事項が義務的団体交渉事項に該当するかどうか, ②使用者が正当な理

由なく拒否し続けたかどうか,③当該団体交渉事項が未解決かどうかという不当労働行為

の実体要件(団体交渉応諾義務の有無) の審理を要することになり,同要件は別異のもので

あるべき交渉適格要件の意義を否定するものであって,不当である。

(3) 控訴人が主張する X2 への退職強要の件,補助参加人の役員 X1 に対する警告書を発

出した件については,その対象者である在籍組合員が退職しており,退職の効力やこれに伴

う金銭請求も存在せず, 団体交渉によって解決する可能性も実益もない。

(4) 本件命令①がその拘束力を失った以上,本件命令②の拘束力も消滅した。控訴人は,本
件命令①がその拘束力を失ったとしても,本件命令②の拘束力は消滅しないと主張するが,
原状回復を基本とする現在の不当労働行為救済制度を逸脱した謬見であり,補助参加人が

被控訴人の従業員を組合員として獲得したとしても,それは被控訴人にとっては,それ以前

の在籍組合員がいた労働組合とは異なる新たな別の労働組合であって,団体交渉応諾義務

という観点でみた場合,労働組合の同一性はないというべきである。

(5) 本件救済命令③については,本件文書手交の趣旨が,団体交渉拒否の再発を抑制するこ

とにより,被控訴人の団体交渉の応諾義務を適切に履行させ, 正常な労使関係を回復,確保

することにあるから,被控訴人が補助参加人に対して団体交渉応諾義務を負わなくなった

以上, 本件文書手交の趣旨は失われ,救済命令としての拘束力も消滅した。

第 3 当裁判所の判断

1 証拠(甲 1,丙 1 から 12)及び弁論の全趣旨によれば,前記引用に係る原判決摘示の前提

事実のほか,(1) 補助参加人は,ネッスル日本労働組合の支部であり,その組合員はネッスル

日本労働組合員のうち,同支部の所属に属するものとしていること,(2) ネッスル日本労働

組合の規約では,組合員の範囲を被控訴人の従業員としているが,退職者についても,本人が

希望し, 所定の手続を経て執行委員会が認めた場合には組合員の資格を有するものとして

いること,(3)本件救済命令が発せられた後,補助参加人の組合員の X3 が平成 20 年 7 月 16
日付けで退職したことにより,補助参加人の組合員には被控訴人の従業員が存在しなくな

ったこと,(4)補助参加人には,現在,被控訴人を退職した組合員約 10名がおり,労働組合の実

体があること,(5) 補助参加人の組合員の中には,退職の効力を争っている者がいないこと,
以上の事実が認められる。

以下,争点(1)(本件救済命令の拘束力が消滅したか。)について検討する。
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2 労働委員会の救済命令は,不当労働行為によって生じた侵害状態を是正し,不当労働行為

がなかったと同様の状態を回復しようとするものであり,紛争当事者の一方である労働組

合等に実体上の権利を付与するものではなく,使用者に対して公法上の義務を課すること

によって,その履行を強制し,侵害状態の回復を図るものであるから,侵害状態を是正する余

地が全くなくなった場合には,救済命令の履行が救済命令による救済の手段方法としての

意味を失い,救済命令が拘束力を失うことになるというべきである。そして,救済命令の拘

束力が消滅した場合には,当該救済命令の取消しを求める法律上の利益がなく,その取消し

を求める訴えは不適法なものとして却下されるべきである。

3 本件救済命令は,前記のとおり,補助参加人が被控訴人に 5回にわたり申し入れた団体交

渉 (交渉事項は,① X2 に対する退職強要の件,②パーソナルカードの件,③ X1 に対する警

告書を発出した件であり,組合事務所及び掲示板の貸与の件は中労委において除外され

た。)に応ずること(本件命令①),②補助参加人からの団体交渉の申入れに対して,使用者自

らが申し入れた方式でなければ応じられないという理由で団体交渉を拒否してはならない

こと(本件命令②),③補助参加人宛に,上記①につき,中労委により労働組合法 (以下「労組

法」という。)7 条 2 項の規定に該当する不当労働行為であるとの認定があり,被控訴人は

今後同様の行為をしない旨の文書を手交すること(本件命令③)を被控訴人に命ずるもので

ある。

4 本件命令①の拘束力について検討する。

(1) 団体交渉権は,労働者の団結権,争議権とともに,憲法上認められた権利であり(憲法 28
条),これを受けて労組法が,労働条件の交渉について,労働者が使用者と対等の立場に立つ

ことを促進するために,使用者が労働組合が求める団体交渉の不当な拒否を不当労働行為

として救済命令の対象としている (労組法 7条 2号, 27条以下)。

(2) 労働組合が使用者と団体交渉を行うのは,当該使用者に雇用されている労働者の代表

として行うものであるから,当該使用者に雇用されている労働者(在籍組合員)を代表しな

い労働組合が当該使用者に対して団体交渉を求める権利がないことはいうまでもない。

(3) しかし, 在籍組合員である労働者が退職し,現に雇用される労働者である組合員が労働

組合に 1 人もいなくなった場合,そのことだけの理由で,退職以前に申し入れていた団体交

渉について,使用者の団体交渉応諾義務が当然に消滅するものと解するのは相当ではない。

当該組合員の退職の効力について争いがある場合はもちろん,その退職に関連した退職金

及び未払賃金等の問題について,その労働者が労働組合による団体交渉によって使用者と

交渉をする権利が消滅すると考えることはいかにも不当である。また,本件のように事業

所単位の組合支部の労働者が配転により他の事業所へ異動した場合,当該労働者が組合支

部の組合員の資格がなく,他に在籍組合員がいないとして,使用者において当該組合支部と

の団体交渉を拒絶し得る余地を認めることも相当とはいいがたい。

労組法 7条 2号の「使用者が雇用する労働者の代表者と団体交渉をすることを正当な理

由がなくて拒むこと」における雇用の要件は,団体交渉申入れ時点において具備すれば足

りると解することは文理的にも十分可能であり合理的である。また,そのように解した場

合であっても,その後の事情の変更によって,団体交渉応諾義務が消滅したかどうかを更に

検討すれば足りるのである。被控訴人が主張するように,在籍組合員が存在しなくなった

場合(退職の効力が争いとなっている場合には,在籍組合員が存在するものと解する。)に
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は,そのことだけを理由として,継続していた団体交渉にあっても,使用者は団体交渉に応ず

る義務が当然に消滅するものと解することは,団体交渉の応諾を拒み続けることにより,使
用者において不当に労働組合との団体交渉を逃れる余地を作出することとなり相当ではな

い。また,当該労働者や労働組合に退職金, 未払賃金について民事訴訟を提起して救済の道

を確保する方途のあることを理由に,労組法による団体交渉等を保障して正常な集団的労

働関係秩序を回復,確保すべく組合活動への侵害状態を除去,是正する必要がないと解する

ことも, 実質的にみて相当ではない。

(4)団体交渉は,労働者の労働条件について使用者と労働者とを実質的に対等の立場に置

こうとすることを目的とするから 労働者の労働条件を離れて労働組合の団体交渉は観念

できない。しかし,組合員の労働条件に関する限り,当該組合員が退職したとしても,労使間

において団体交渉事項として相当であり,未解決問題がある場合には, 労組法の団体交渉と

して全く意味がないということはできない。後記のとおり,補助参加人は,企業内組合の支

部であり,その組合員資格を被控訴人の霞ヶ浦工場の従業員としているところ, 同工場はな

お存続しており,工場が閉鎖された場合とは異なり,再び霞ヶ浦工場に組合員を獲得する可

能性がないとはいえないのであるから,これを前提に団体交渉事項として相当かどうか,ま
た,未解決といえるかどうかについて検討するべきである(なお,被控訴人の日高工場の従業

員が霞ヶ浦工場に配転されたことがかつてあったことが,本件記録からうかがわれるとこ

ろである。)。

(5) 被控訴人は,本件命令①に係る交渉事項について,個別に現段階における団体交渉応諾

義務の有無を検討することは,実体要件の問題であって,本件の問題は,補助参加人の団体交

渉の当事者としての適格要件の問題であって,実体要件の有無を考慮することは不当であ

る旨主張する。しかし,補助参加人が労働組合として存続する以上,当事者適格を肯定すべ

きであることになるが,交渉事項によっては,事後の事情変更によって団体交渉を行う意味

を持たなくなる場合も皆無とはいえず,一般の抗告訴訟における取消しの利益がない場合

にまで救済命令の取消請求訴訟を提起することを認める必要はないから,訴訟要件の問題

として, この点について検討をすることを要する。この場合の審理の方法は,実体要件の審

理と同一とはいえないと解する余地はある。

(6) したがって,原判決が,補助参加人が被控訴人の在籍組合員を欠くに至ったことから,
補助参加人は被控訴人に対する団体交渉権を有せず,被控訴人は補助参力人に対して団体

交渉応諾義務を負わないことになったから,本件命令①はその基礎を失い,その拘束力を失

ったとした判断は失当であり,なお,救済命令が拘束力を失う前に,その履行の有無を要する

特段の事情が存するか否かについて審理をすべきである。

5 本件命令②について検討する。

(1) 原判決は,本件命令②の拘束力が消滅したことについて,本件命令①と同一の理由を説

示しており,これが不当であることは既に述べたとおりである。

(2) さらに,本件命令①について拘束力が消滅したと仮定しても,本件命令②については,
なお,その効力について, 以下の点について検討することが必要である。

(3) 本件命令②は,被控訴人のこれまでの団体交渉応諾義務の不履行の態様に照らして,
将来における団体交渉について,補助参加人からの申込みがあった場合に,被控訴人が指定

する方式 (連名方式) でないことを理由に拒否してはならず誠実に応じることを命ずるも
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のである。たしかに、補助参加人には,平成 20 年 7 月 16 日に X3 が退職したことにより,
在籍組合員が存在しないことになったが,補助参加人は,その組合員の基幹構成員を被控訴

入の霞ヶ浦工場の従業員とするものであって,企業内組合の一支部であるから,今後,在籍組

合員を獲得する可能性もあるから,およそ,労働組合が消滅したような場合とは異なり,救済

命令としての意義を完全に喪失したと判断することはできず,その拘束力は消滅していな

いというべきである。

(4) したがって, 本件命令②の拘束力が消滅したとした原判決の判断は不当である。

6 本件命令③について検討する。

本件命令③は被控訴人に文書手交を命ずるものであり,本件命令②で説示したとおり,補助

参加人が企業内組合の一支部であり, 今後, 在籍組合員を獲得する可能性もあるから, 将来

の団体交渉について,不当な団体交渉拒否を防止する観点からみても,文書手交を命ずるこ

とによる再発を防止する意義は失われておらず,本件命令③の拘束力が消滅したとする原

判決の判断は不当である。

7 以上の次第で, 本件救済命令を取り消す法律上の利益が消減したとして, 本件訴えを却

下した原判決は不当であるから,これを取り消して差し戻すこととし,主文のとおり判決す

る。

東京高等裁判所第 4民事部



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


